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江府町の人口

（10月31日現在）

世帯数1248世帯
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▲天神ばやし太鼓を披露

天
神
ば
や
し
で
心
の
交
流

魚
崎
町
と
の
交
流
会

十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
の
二
日
間
都
市

と
農
村
の
交
流
会
が
神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

魚
崎
町
と
の
交
流
は
、
戦
時
中
魚
崎
町
国

民
学
校
の
児
童
が
江
府
町
に
疎
開
し
た
縁
で

結
ば
れ
た
も
の
で
、
昨
年
の
八
月
、
当
時
の
学

童
だ
っ
た
人
々
の
集
ま
り
　
「
日
野
会
」
　
の
有

志
が
江
府
町
を
訪
れ
、
戦
時
中
の
宿
舎
訪
問

や
、
疎
開
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
は
魚
崎
町
の
人
た
ち
に
江
府

町
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
魚
崎
町
で
交
流

会
を
開
い
た
も
の
で
す
。

会
場
の
魚
崎
小
学
校
校
庭
で
は
、
白
ネ
ギ
、

味
噌
、
漬
物
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
と
、
町
の

伝
承
行
事
伯
者
天
神
ば
や
し
太
鼓
の
披
露
が

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
三
百
人
の
人
た
ち
に
好

評
を
得
ま
し
た
が
、
特
に
都
会
育
ち
の
子
供

た
ち
は
、
太
鼓
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
大
よ

ろ
こ
び
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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▲加藤農林水産大臣に特産品の説明を行う井上町長

こ
の
大
会
に
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
町
出
身
者
の
方
々
か
ら
た

く
さ
ん
の
お
便
り
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
略
　
こ
の
た
び
は
、
ふ
る
さ

と
の
つ
ど
い
に
お
招
き
頂
き
ま
し

て
誠
に
う
れ
し
く
、
色
々
お
心
づ

く
し
の
お
み
や
げ
の
数
々
を
賜
わ

り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
万
ぶ
り
の
お
国
な
ま
り
と
地

名
を
伺
い
帰
省
し
た
心
地
で
し
た
。

盛
大
裡
に
お
天
気
に
恵
ま
れ
て

の
二
日
間
、
終
了
さ
れ
、
さ
ぞ
か

し
お
疲
れ
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
来
年
も
催
さ
れ
ま

す
と
の
こ
と
、
今
か
ら
鶴
首
い
た

し
て
い
ま
す
。

長
時
間
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
受
付

に
て
お
邪
魔
し
て
す
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
上
京
さ
れ
ま
七
た
皆
々
さ

ま
に
よ
ろ
し
く
。

何
か
の
折
り
、
上
京
さ
れ
ま
し

た
折
り
は
お
立
寄
り
下
さ
い
ま
せ
。

寒
く
な
り
ま
す
故
、
何
卒
ご
自
愛

下
さ
い
ま
せ
。

か
し
こ

町
長
日
誌

●
ま
・
ち
か
ら

五
〇
万
人
が
心
の
ふ
れ
あ
い

全
国
ま
ち
と
む
ら
交
流
大
会

第203号

十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の

両
日
、
東
京
代
々
木
公
園
で
第
三

回
「
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
促
進
大

会
」
が
全
国
か
ら
五
十
六
市
町
村

の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

現
代
社
会
で
は
、
人
口
の
都
市

集
中
化
に
よ
っ
て
、
自
然
の
営
み

に
ふ
れ
る
機
会
も
少
を
く
在
り
、

野
菜
・
果
物
に
対
す
る
季
節
感
が

失
わ
れ
、
食
糧
の
生
産
基
地
で
あ

る
農
山
漁
村
の
役
割
り
も
次
第
に

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

交
流
大
会
は
、
都
会
の
人
々
に

農
業
・
農
村
と
国
民
生
活
の
結
び

つ
き
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
「
ま

ち
と
む
ら
の
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を

テ
ー
マ
に
、
昭
和
五
十
九
年
に
ス

タ
ー
ト
し
て
今
年
で
三
回
目
。

今
年
度
の
大
会
は
、
加
藤
農
林

水
産
大
臣
、
星
農
林
水
産
政
務
次

官
、
鴻
巣
構
造
改
善
局
長
ら
を
来

賓
に
迎
え
、
二
十
五
日
十
時
半
に

聞
合
し
ま
し
た
。

席
上
、
交
流
促
進
委
員
会
会
長

の
井
上
健
治
町
長
は
、
「
農
林
水
産

省
の
ご
支
援
に
よ
り
こ
の
大
会
も

年
々
充
実
し
て
来
て
い
ま
す
。

農
山
漁
村
が
、
各
々
の
持
つ
緑

の
資
源
と
自
然
環
境
を
通
じ
、
都

市
生
活
者
の
自
然
へ
の
参
加
を
求

め
、
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し
、

農
山
漁
村
の
活
性
化
と
都
市
生
活

の
安
定
を
図
る
施
策
は
、
町
に
か

か
わ
ら
ず
村
に
か
か
わ
ら
ず
緊
急

3
日
働

4
日
土

6
日
U
H

7
日
㈹

＊
1
0
　
　
月

8
日
水

9
日
木

10
日
働

1
1
日
出

1
3
日
㈲

日
日
ハ

和
歌
山
・
奈
良
出
張

（
日
野
町
江
府
町
日
南

町
衛
生
施
設
組
合
議
会

研
修
）
在
　
勤

代
替
バ
ス
出
発
式
、
結

婚
式
民
生
委
員
会
、
日
南
町

農
協
組
合
長
・
江
府
町

農
協
組
合
長
・
武
庫
大

区
長
来
庁

農
業
委
員
会
、
県
農
林

整
備
課
長
来
庁

結
婚
式

江
府
町
庭
球
選
手
権
大

会西
部
町
村
長
全

町
教
育
委
員
会

電
源
地
域
産
業
育
成
支

援
事
業
調
査
委
員
会
、

西
ノ
島
町
身
障
協
会
来

庁例
月
監
査
、
京
都
出
張

（
全
国
自
然
休
現
地
研

究
会
）
江
府
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
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適
切
を
施
策
と
存
じ
ま
す
。

本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
更
に

進
ん
で
各
地
方
の
自
然
的
、
経
済

的
特
性
を
生
か
し
、
「
ま
ち
と
む

ら
」
の
交
流
を
推
進
し
、
農
業
及

漁
業
の
振
興
を
図
り
、
都
市
生
活

の
安
定
に
資
し
た
く
、
み
を
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
、
参
加
者

に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

式
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り

ふ
れ
あ
い
広
場
が
オ
ー
プ
ン
。
二

日
間
に
わ
た
っ
て
農
産
物
直
売
所
、

体
験
教
室
（
米
の
一
生
）
、
ポ
ス
タ

ー
展
示
コ
ン
テ
ス
ト
、
加
工
実
演
、

郷
土
芸
能
を
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

展
開
さ
れ
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
約
五
〇
万
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

江
府
町
は
農
協
の
協
力
を
得
て

今
年
も
大
根
、
・
白
ネ
ギ
、
し
い
た

け
、
わ
さ
び
、
み
そ
、
加
工
品
な

ど
の
特
産
品
を
山
積
み
し
て
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

こ
の
大
会
に
は
、
都
会
で
暮
ら

す
町
出
身
者
の
方
々
も
多
く
集
ま

り
、
町
か
ら
の
み
や
げ
品
を
手
に

久
方
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と
の
か
お
り

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
自
然
休
養
村
整
備
事

業
、
交
流
モ
デ
ル
事
業
、
交
流
大

会
を
通
じ
、
ま
ち
と
む
ら
の
交
流

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一

環
と
し
て
、
神
戸
市
東
灘
区
魚
崎

町
と
の
交
流
会
を
計
画
、
十
一
月

十
五
日
、
十
六
日
、
魚
崎
町
の
小

学
校
で
農
産
物
の
即
売
会
や
町
の

伝
承
行
事
天
神
ば
や
し
太
鼓
の
披

露
を
行
い
、
好
評
を
え
、
魚
崎
町

の
み
を
さ
ん
か
ら
、
毎
年
交
流
会

を
も
っ
て
欲
し
い
と
要
望
も
あ
り
、

町
ぐ
る
み
で
歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。

二
ペ
ー
ジ
に
紹
介
。
）

▲ふるさとのPRにも力がこもる

江　　府

受賞おめでとう

ございます

第25回鳥取県農林水産祭が11月8日、

9日鳥取市布勢総合運動公園で開催され、農

林水産業の功績者の表彰が行われ、江府町で

は次の方が表彰を受けられました。

農林水産業功績表彰
御机　中田　　博さん

町の農業構造改善員また

町農協和牛部長、県指導農

業土などをつとめられ地域

の農業振興をはかられた功

績が認められたものです。

優秀生産農林水産業表彰
袋原　千藤秀治さん

昭和53年施設園芸を取入

れ施設部会設立責任者とし

て活躍、またホウレン草の

作付面積の拡大と栽培技術

の向上を図り、地域農業振

興に貢献された功績による

ものです。

▲思い出話に花が咲くふるさとコーナー

大
会
2
0
日
㈲
西
部
行
政
推
進
協
議
会

設
立
総
会

2
1
日
㈹
発
電
関
係
会
議
、
佐
川

部
落
役
員
来
庁

22
日
㈹
在
勤
、
大
河
原
部
落

役
員
・
大
山
農
地
開
発

局
長
来
庁

2
3
日
㈹
在
勤結婚
式
、
東
京
出
張

（
ま
ち
と
む
ら
の
交
流

促
進
大
会
）

鳥
取
県
小
学
校
体
育
研

究
発
表
会
、
町
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

2
9
日
㈱
　
例
月
監
査
、
川
上
村
助

役
来
庁

3
0
日
㈹
　
在
　
勤
、
日
本
農
業
新

聞
取
材
来
庁

3
1
日
俊
　
江
府
中
学
校
教
育
発
表

会
並
び
に
同
和
教
育
講

演
会
、
明
徳
学
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
文
化

祭
写
其
コ
ン
テ
ス
ト
審

査
、
俣
野
地
区
大
区
役

員
来
庁
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昭和61年度上半期

財政状況報告

積立基卑単椚円，町税の調定と収入

昭和61年4月1日から昭和61年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを園表に表わしました。

公債費及び、一時借入金現在高（普通会計）
（単位千円）

◎

区　 分 種　 目 数　 量

行政財産 土地 14 ，176nf

ク 建物 11，7221J

公共財産 土地 1．183 ．497m†

ク 建物 19 －021rJ

普通財産 土地 3．911．5141J

〃 その他 5，332千円

基金 名 現在高

財 詞 基 金 194，952

公有林野基金 122，689

土地開発基金 10．問0

社福　基 金 33．00 0

集落経営基金 468，692

合　 計 829、333

税　 目 調 定額 収 入 額 徴 収 率

町　 民　 税 104 ，581 ．000 軋 477，000 61 ．7％

固定資産税 295 ．亜9．000 148，498，000 50 ．3％

軽 自動車税 6，352 ，000 6，166，000 97 ．1％

たばこ消費税 9．234 ，000 9．186．000 99 ．5％

電　 気　 税 6，357 ．000 6．537．000 100 ．0 ％

木材取引税 73 ，叩0 73．00 0 100 ．0 ％

特別保有税 401 ，000 361．00 0 90 ．0％

合　 計 422 ，487 ．00 0 235．298．00 0 55 ．7％

巨　　 分 金　額 区　　 分 金　額

一 般 公 共 11，207 転　 貸　 債 42，986

一 般 単 独 73，916 過 疎 対 策 1，293．509

公営住宅建設 74，726 地 域 改 善 189，392

義 務 教　育 軋 358 減収補てん 0

辺 地 対　策 － 財 政 対 策 3．420

公 共 用　地 25．030 財 源 対 策 76．370

災害 復　旧 24，細9 県 貸付 金 36．360

一 般 廃　棄 27，304 そ　 の　 他 415．6糾

厚 生 福　祉 282，828 合　 計 2，641，979

一時借入金l 0

（昭和61年度4月1日～9月30日）

⑳菩熟粛償詔諸㌫慧指笛轍宇影
718，901千円

418．445千円

90，000千円

92，072千円
102．3％

145．680千円－
財産収入17，165千円33．173千円
そ　の他16，008千円　　22．8％

一特定財源予算額683，8刀千円

96，848千円
6．717千円
6．9％

10、861千円
4．8％

96．479千円

8．253千円
8．6％

86．011千円

14．448千円
16．8％

地方交付税

町　　税

繰　越　金

そ　の　他

収入満額40，279千円（5．8％）一

二二二：盃ヨ国庫支出金
県支出金

農林水産
業　　費

公債費

総務費

土木費

教育費

民生費

衛生費

予算額2，056，903千円　支出満額634，740千円（30．9％）

400．340千円

384．332千円

379，798千円

238，055千

163，102千円

152，201千円

168，939千円

73－712千円
18．4％

130，963千円
34．5％

11．525千円
4．8％

66，269千円
40．6％

49，761千円
32．7％

109．490千円

37，460千円
34．2％

60、646千円

15，259千円
25．2％

69．134千円
諸会費27
商工費27
その他13

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和61年11月30日発行－第203号

町
づ
く
り
あ
れ
こ
れ

こ
ん
な
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

…
＝
林
道
ヒ
キ
ジ
線
開
設
工
事

完
成

森
林
適
正
管
理
推
進
事
業
、
電

源
交
付
金
事
業
と
あ
わ
せ
進
め
ら

れ
て
い
る
林
道
ヒ
キ
ジ
線
開
設
工

事
は
、
総
延
長
八
四
〇
㍍
の
う
ち

三
六
〇
㍍
を
施
行
し
今
年
度
で
完

了
。
事
業
費
は
、
二
、
二
三
〇
万

円
。

久
連
・

…
＝
下
安
井
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス

久
連
洲
河
崎
線
を
整
備

二
級
町
道
久
遠
洲
河
崎
線
は
、

洲
河
崎
下
安
井
線
と
結
び
、
日
野

川
沿
い
を
走
る
町
の
バ
イ
パ
ス
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
延
長
二
、
八
〇
〇
㍍
の
う
ち

今
年
度
は
一
三
〇
㍍
を
舗
装
。
事

業
費
は
、
二
、
九
三
〇
万
円
、
過

疎
対
策
振
興
事
業
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

…
：
防
火
水
槽
四
基
新
設

現
在
、
本
町
の
防
火
水
槽
の
設

置
数
は
二
二
基
。
今
年
は
、
第

三
期
山
村
振
興
事
業
、
電
源
交
付

金
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
で

西
成
、
池
ノ
内
、
佐
川
、
貝
田
地

区
に
四
基
の
防
火
水
槽
が
完
成
し

ま
す
。
規
模
は
四
基
と
も
四
〇
立

方
級
有
蓋
防
火
水
槽
、
事
業
費
総

額
は
、
一
、
四
〇
〇
万
円
で
す
。

▲佐川地区の防火水槽工事

栗
局
地
区
は
場
整
備
…
＝

基
盤
整
備
に
よ
り
、
農
業
の
近

代
化
を
図
る
た
め
年
次
計
画
で
進

め
ら
れ
て
い
る
は
場
整
備
。

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
で
行

わ
れ
て
い
る
栗
尾
地
区
は
場
整
備

は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
畑
地
一
・

〇
㍍
、
田
一
・
五
㍍
の
は
場
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
壕

事
業
費
は
、
二
、
五
一
一
五
万
円
。

の
伝
統
を
も
ち
を
が
ら
明
倫
小
学

校
に
は
校
旗
が
を
く
、
制
定
実
現

を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九
年
度
か

ら
P
T
A
が
事
業
収
入
の
余
剰
金

を
積
立
て
て
い
た
も
の
で
、
今
年

度
町
の
助
成
と
合
せ
六
十
一
万
円

で
完
成
し
た
も
の
で
す
。

校
旗
は
、
古
代
紫
の
地
に
、
明

倫
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
七

色
カ
シ
の
稟
二
枚
を
重
ね
た
校
章

と
金
銀
の
糸
で
刺
し
ゅ
う
し
た
ご

う
華
を
も
の
。

午
後
二
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
壇
上
に
か
ざ
さ
れ
た
校
旗

を
ま
え
に
、
経
過
報
告
、
商
業
校

長
の
式
辞
の
後
、
本
校
出
身
の
井

上
町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
長

教
育
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

井
上
町
長
は
、
「
校
旗
は
学
校

の
魂
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
一
挙

一
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
の
び
の
び

と
成
長
し
て
下
さ
い
］
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
児
童
代
表
の
六
年
生

宇
田
川
和
弘
君
（
武
庫
）
が
、
「

元
気
い
っ
ぱ
い
は
ば
た
く
若
わ
し

の
よ
う
に
校
旗
を
ぼ
く
た
ち
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
本
校
の
伝

統
を
う
け
つ
ぎ
、
ま
す
ま
す
高
め

る
よ
う
に
勉
強
に
そ
し
て
運
動
に

励
み
ま
す
止
と
力
強
く
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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い
く
ら
腕
自
慢
で
も

衝
撃
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

江　　府　　町　　報

昨
年
九
月
、
道
路
交
通
法
の
一
部

改
正
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
高
速
道
路

で
の
着
用
率
は
九
五
％
を
超
え
ま
し

た
が
、
一
般
道
路
で
は
、
ま
だ
五
〇

％
を
ち
ょ
っ
と
上
回
る
程
度
で
す
。

車
の
事
故
は
、
低
速
だ
か
ら
安
全

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
を
か
っ
た
た
め
、
た
っ
た

二
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
死
亡
し
た

事
故
の
例
も
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
と
正
し
い

着
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

陣
が
前
に

飛
び
出
す
の
を
防
＜

実
の
瞬
間
約
二
メ
ー
ト
ル
も
両
方
に

飛
び
出
し
ま
し
た
　
（
た
だ
し
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
は
は
ず
し
て
あ
り
ま
し
た
）
。

逆
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い

た
人
形
は
、
時
速
五
十
キ
ロ
で
も
前

に
飛
び
出
さ
ず
、
し
っ
か
り
と
シ
ー

ト
に
ひ
き
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
、
ど
の
く
ら
い
の
力
が
衝
突

時
に
加
わ
る
か
と
い
う
と
、
時
速
二

十
キ
ロ
の
低
速
で
さ
え
、
乗
っ
て
い

る
人
に
加
わ
る
力
は
体
重
の
約
六
～

七
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
を
人
間
が
手
で
支

え
ら
れ
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
体
重
の

二
～
三
倍
程
度
。
こ
れ
を
時
速
に
直

す
と
、
時
速
七
キ
ロ
が
限
度
で
す
。

こ
れ
で
は
、
い
く
ら
腕
自
慢
で
も

耐
え
ら
れ
な
い
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

車
を
運
転
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は

一
度
や
二
度
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん

だ
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と

き
、
あ
な
た
の
体
は
ど
う
な
り
ま
し

た
か
。
多
分
、
体
が
前
に
か
在
り
つ

ん
の
め
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
衝
突
事
故

に
遭
っ
た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。
そ

れ
も
何
十
倍
も
の
力
に
な
っ
て
で
す
。

あ
る
実
験
で
は
、
時
速
二
十
キ
ロ

の
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
で
さ
え
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
い
人
形
は
衝

苛
絹
＝

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
に
乗
っ
て

い
る
人
を
シ
ー
ト
に
ひ
き
止
め
て
く

れ
ま
す
が
、
車
の
中
に
は
ど
ん
な
危

険
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
遭
い
、

死
亡
し
た
人
の
損
傷
部
位
を
み
る
と
、

五
七
％
が
頭
で
す
。
ま
た
、
胸
を
ハ

▲神式で行われる慰霊祭

二
百
名
が
参
列

戦
没
者
慰
霊
祭

十
一
月
十
二
日
、
恒
例
の
町
戦

没
者
慰
霊
祭
が
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
遺
族
・
来
賓
ら
約

二
百
名
が
参
列
し
て
、
尊
い
犠
牲

者
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

式
の
挙
行
に
対
し
て
、

会
副
会
長
の
中
祖
近
好
さ

「
私
ど
も
遺
族
一
同
町
当
局ん町
の（西成）遣
手が族

厚
い
ご
援
助
に
お
こ
た
え
し
、
お

国
の
た
め
に
殉
じ
た
英
霊
の
安
ら

か
を
ご
め
い
福
を
祈
る
た
め
に
も

今
後
と
も
相
携
え
力
を
合
わ
せ
強

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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ン
ド
ル
な
ど
に
ぶ
つ
け
て
死
亡
し
た

人
は
一
八
％
で
、
頭
部
と
あ
わ
せ
る

と
七
五
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
ン
ド
ル
、

ダ
ッ
シ
ュ
・
ボ
ー
ド
な
ど
、
車
の
中

に
は
危
険
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
車

の
衝
突
事
故
で
怖
い
の
は
、
車
が
つ

ぶ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
車
の
中
で

人
間
が
シ
ー
ト
か
ら
放
り
出
さ
れ
あ

ち
こ
ち
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。

万
一
、
事
故
を
起
こ
し
て
も
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、
車

の
中
に
あ
る
”
危
険
物
〟
に
体
を
ぶ

つ
け
て
命
を
落
と
す
こ
と
は
防
げ
る

で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

に
は
次
の
よ
う
な
効
用
が
あ
り
ま
す
。

▽
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ

▽
衝
突
時
に
意
識
不
明
に
な
る
こ
と

が
少
な
く
、
車
が
水
没
し
た
り

火
が
出
た
時
に
早
く
車
外
に
脱
出

で
き
る

▽
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
曲
が
る
と
き
、

体
が
し
っ
か
り
ホ
ー
ル
ド
さ
れ
る

の
で
安
全
な
運
転
が
で
き
る

◇
　
　
　
　
◇

あ
な
た
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
。

車
に
乗
っ
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
る
前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る

－
　
こ
れ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ

．
1
　
0

し

⑳
交通事故発生状況

（人身事故）

（10月31日現在）

件　数28件（25件）

死　者1名（0名）
負傷者32名（40名）

（）内は前年同期

報江　　府　　町

赤い羽根共同募金に

温かい善意

10月1日から行われた「赤い羽根共同募金」には、

各部落、事業所等の協力により、10月31日現在で

800，301円の温かい浄財が寄せられています。特に期

間中各福祉団体のみなさんには朝早くから駅前で、

また、俣野小学校のみをさんには、農協俣野支所前

で街頭奉仕をしていただきました。

この浄財は、鳥取県募金会を通じ、恵まれない人

たちのために使われます。

く
生
き
抜
き
、
お
互
い
の
幸
せ
と

国
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

式
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

今
年
は
、
町
の
伝
承
芸
能
の
伯
蓄

天
神
ば
や
し
太
鼓
、
下
蚊
屋
荒
神

神
楽
を
奉
納
、
井
上
町
長
も
自
ら

「
相
川
音
頭
」
を
披
露
し
、
遺
族

の
慰
安
を
行
い
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

ち
ょ
っ
ぴ
り
ド
キ
ド
キ

入
学
児
健
康
診
断

来
春
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

の
健
康
診
断
が
、
十
一
月
十
四
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
に
連
れ
ら
れ
て
視
力
、
聴

力
、
内
診
、
知
能
検
査
を
受
け
る

子
供
た
ち
の
表
情
は
、
不
安
と
期

待
が
入
り
ま
じ
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
気
味
で
し
た
が
、
来
春
入
学

す
る
予
定
の
児
童
四
十
八
人
が
全

員
元
気
で
受
診
し
ま
し
た
。

大きくあけて…と歯科検診

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第203号

①国民年金に加入したことがない妻

20歳 結婚　　　　　　　　　　　昭61．4

江　　府　　町　　報

60歳

（新）国民年金加入（3号被保険者）

年金額札900円×誌謂＋8，091円（振替旺削＝31・446円（順）

②0」期間がある妻

20歳　結婚・退職　　　　　　　　　昭61．4

15年

60歳

（新）国民年金加入（3号被保険者）

年金額＝51・弼円×莞許＋8脚円（振替加算）＝40，528円（欄

昭和36年4月1日以後の厚生年金保険、船員保険、

共済組合の加入期間は、国民年金の保険料納付渚期間

歯　　として扱われます。ただし、脱退手当金を受けた場合

は、いわゆるカラ期間の扱いになります。

また、脱退手当金を受けていなければ、図②の例で

は別に厚生年金保険から七年分の老齢厚生年金が受け

られます。

（カラ期間＝期間の対象になるが年金額の

計算対象とはならかリ

③任意加入していた妻

20歳　　結婚 昭61．4　　　　　　　　　　　　60歳

国民年金 国民年金に任意加入 （新）国民年金加入（3号被保険者）

15年．－．一二二二

年金額＝51．900円×

（180月）

朗月＋180月＋216月

480月
8，091円（振替加算）＝59．991円（月額）

⑳

振替加算額とは、大正15年4月2日から

昭和41年4月1日生れの方でご主人が次の

（1）又は（2）に該当する場合65歳から、その方

の生年月日に応じた額がご主人の加給年金

から妻へ振替えて加算されます。

（1）厚生年金保険、共済組合の老齢厚生年金

又は退職年金（年金額の計算の基礎となっ

た被保険者期間が20年（中高齢者の期間短

◇
　
　
　
◇
　
　
◇

枕
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

烏
ケ
山
登
山
に
6
5
人
参
加

▲しめ縄の取り付け

四
月
か
ら
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
年
金
額
は
ど
う
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
十
九
年
四
月

二
日
生
れ
の
人
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

●■■　　　∧

、′　さ▲‾「‾‾こ

イ惣★

一・昭和61年11月30日発行－（8）

年
　
金
　
額
　
は
　
？

川
上

公
行
㍉

（兼用）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の

米
沢
小
学
校

P
T
A
会
長

会長を、軸せっかり、PTA括動の
璽さをっくづく感じました。今まで

あまり行事等にも出た事が貴く内容等
もわからず、今月の皆様や先生方にも
大変に迷惑をかけて、申し訳をく思っ
ています0優秀摘軸の指導をああ

ざ、残りの任期も後わずかですが自分

の楕～杯のカ屋で、がんばりたいと思います。

老
人
ク
ラ
ブ
が

し
め
縄
づ
く
り

十
月
十
九
日
の
熊
野
神
社
秋
の

例
大
祭
に
先
だ
っ
て
、
俣
野
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
加
藤
光
書
㌔
）

で
は
、
新
し
い
し
め
縄
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。

俣
野
地
区
で
は
、
毎
年
神
社
の

清
掃
と
し
め
縄
づ
く
り
を
老
人
ク

ラ
ブ
で
受
け
も
っ
て
い
ま
す
。
池

ノ
内
会
館
に
集
合
し
た
お
年
よ
り

た
ち
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
ワ
ラ

を
さ
ば
き
、
午
前
中
に
は
新
し
い

し
め
縄
が
完
成
、
神
社
の
と
り
居

に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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縮措置に該当するときはその期間）以上であ

るものに限る。）の受給権者。

（2）障害等級の1級又は2級の障害の状態にあ

る障害厚生年金又は障害共済年金の受給権者。

振替加算額の一例

大正15年 4 月 2 日～昭和 2 年 4 月 1 日生れ 15，5 66円

昭和 5 年 4 月 2 日～ ク　6 年 4 月 1 日生れ 13，9 00円

昭和26年 4 月 2 日～　 ケ 27年 4 月 1 日生れ 5，183円

●

また、大正15年4月2日から昭和16年4月

1日までに生まれた方は、60歳に達するまで

の全期間を国民年金に加入しても、40年（48

0月）かいため、昭和36年4月から60歳に達

するまでの期間の全てが保険料の納付活期間

（新国民年金加入期間も含む）であるときは、

月額51，900円＋振替加算額とをります。付加

年金（400円高い額）をかけておられた方は、

その分高い年金額が受け取れます。

▲表彰伝達式

伊江
府
町
が

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

こ
の
ほ
ど
国
民
年
金
の
推
進

に
功
績
が
あ
っ
た
市
町
村
と
し

て
江
府
町
が
社
会
保
険
庁
長
官

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

十
一
月
五
日
、
県
庁
知
事
室

で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
は
、
町

村
の
部
で
江
府
町
・
八
東
町
、

民
間
組
織
五
団
体
、
民
間
協
力

者
、
担
当
者
の
二
名
に
そ
れ
ぞ

れ
知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
で
　
「
烏
ケ
山

登
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
体
か
ら
一
年
を
記
念
に
企
画

さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内

を
は
じ
め
、
松
江
、
益
田
方
面
の

登
山
愛
好
者
六
十
五
人
が
登
山
、

頂
上
か
ら
全
山
紅
葉
の
眺
め
を
楽

し
み
ま
し
た
。

下
山
し
て
か
ら
は
鏡
ケ
成
国
民

休
暇
村
で
江
府
町
や
山
に
関
し
た

ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催
し
、
ミ
ス
山

陰
も
ま
じ
え
て
楽
し
い
交
流
の
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
▽

や

　

た

　

ら

　

に

　

太

　

り

「
ヤ
タ
ラ
ニ
フ
ト
リ
」

ご
存
知
で
す
か

っ
て

こ
れ
は
、
学
校
食
事
研
究
会
の

阿
部
裕
吉
事
務
局
長
が
お
作
り
に

在
っ
た
言
葉
で
、
ヤ
は
夜
食
、
か

●

は
多
食
。
ラ
は
楽
し
て
動
か
な
い
。

二
は
二
回
食
。
フ
は
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
欲
求
不
満
の

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
ト
は
糖
分
、

り
は
両
親
の
甘
や
か
し
。
で
す
。

一
時
に
比
べ
る
と
「
肥
満
児
」

は
随
分
少
を
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
ふ
と
り
気
味
の
こ
ど
も

は
多
く
、
そ
の
原
因
は
、
こ
の
「
ヤ

タ
ラ
ニ
フ
ト
リ
」
　
に
集
約
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
、

寒
い
日
が
つ
づ
き
室
内
で
過
す
こ

と
が
多
く
を
っ
て
き
ま
す
と
、
こ

た
つ
に
入
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
兄
を

が
ら
つ
い
お
菓
子
を
バ
リ
バ
リ
。

を
ん
て
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

あ
な
た
は
ど
う
で
す
か
。

日
頃
か
ら
少
し
つ
つ
体
を
動
か

す
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

例
え
ば
、
お
風
呂
上
り
に
、
軽
く

体
操
す
る
の
も
い
い
で
す
。
た
だ

し
三
日
坊
主
で
や
め
を
い
で
、
毎

日
続
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
腹
筋
1
0
回
と
か
縄
跳
び
3
0

回
と
か
当
座
の
目
標
を
決
め
て
、

慣
れ
て
き
た
ら
量
を
ふ
や
す
と
い

う
の
も
い
い
で
す
。

春
に
な
っ
て
、
「
冬
の
間
に
5

～
6
b
太
っ
た
」
な
ん
て
を
げ
か

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
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人
の
動
き

井
原
　
　
巧

磯
江
　
光
子

森
永
　
眞
吾

福
田
い
ず
み

清
水
　
　
誠

田
連
　
節
子

町　　報

森中後川伊三
田藤上藤浦

其幸美正　明
輿美弓広博光

））））））
日
野
町

俣
野
か
ら

広
島
県
庄
原
市

江
尾
か
ら

柿
原
米
子
市
か
ら

江
尾
宮
城
県
仙
台
市
か
ら

美
用
日
野
町
か
ら

日
野
町
か
ら

江
尾

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

江　　府

肋柿武柿本
沢原庫原三

小
谷
祐
介
　
幸
之
介
長
男

奥
田
恵
理
子
　
和
贋
長
女

佐
々
木
康
隆
　
公
人
二
男

加
藤
美
有
希
一
夫
二
女

北
村
　
勇
介
　
仁
己
長
男

吉
原
　
天
野
紀
志
枝

池
ノ
内
加
藤
　
臣
也

貝
田
　
森
田
ふ
さ
子

本
五
　
村
上
　
は
な

4
4
歳
教
一
宅

4
5
歳
臣
也
宅

8
3
歳
金
垂
宅

7
8
歳
は
な
宅

ロ
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

第203号

篠
田
　
修
身

宇
田
　
香
里

庄
司
　
正
博

梅
林
　
見
枝

西
村
　
光
景

真
壁
由
香
里

後
盛
　
　
進

宇
田
川
　
恵

小
江
尾

日
野
郡
日
野
町
か
ら

境
港
市

武
庫
か
ら

溝
口
町

助
澤
か
ら

沖
縄
県
石
垣
市

中
江
尾
か
ら

コ
・
つ
　
　
い

と

　

ざ

拙
r

10月中寄託分

■
香
典
返
し
と
し
て

池
ノ
内
　
加
藤
光
春
殿

（
養
父
知
明
様
ご
逝
去
）

吉
　
原
　
天
野
忠
雄
殿

（
書
紀
志
枝
様
ご
逝
去
）

久
　
連
　
竹
内
　
求
殿

（
父
武
雄
様
ご
逝
去
）

一
旦
　
江
尾
砕
石
工
業
有
限
会
社

（
社
長
中
村
純
久
殿
ご
逝
去
）

本
　
五
　
村
上
成
人
殿

（
叔
母
は
な
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

米
子
市
　
浦
水
草
薫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
岡
田
憲
典
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
遠
藤
千
里
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
　
優
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
田
中
耕
祐
殿

（
長
男
和
也
様
退
院
）

久
　
通
　
水
下
隆
義
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
譜
　
加
藤
良
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
豊
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
徳
岡
と
し
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
小
林
富
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
小
林
梶
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
加
藤
雄
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
清
水
和
親
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
関
内
正
康
殿

（
長
男
聖
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

L
九
月
末
累
計
額

三
百
十
六
万
七
千
八
百
五
十
一
円

乙
　
十
月
中
寄
付
額

三
十
八
万
三
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
七
万
三
千
円

快
気
祝
　
　
二
十
一
万
円

3
．
十
月
末
累
計
額

三
百
五
十
五
万
八
百
五
十
一
円

国
保
健
康
ク
イ
ズ

答
え
と
解
説

★
脳
細
胞
…
大
脳
（
大
脳
皮
質
）
に
は
約

1
1
0
億
個
の
脳
細
胞
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
脳
細
胞
は
生
ま
れ
た
と
き

す
っ
か
り
数
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
年
を
と

れ
ば
減
る
一
方
で
す
。
数
が
減
れ
ば
精
神

活
動
が
減
退
し
、
脳
も
萎
縮
し
て
、
ボ
ケ

に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
減
り
方
は
個
人
差
が
大
き
い
の
が
特
徴
。

ふ
だ
ん
か
ら
読
書
な
ど
で
頭
を
よ
く
使
っ

た
U
、
手
足
を
よ
く
動
か
し
て
脳
に
刺
激

を
与
え
れ
ば
、
8
0
歳
、
9
0
歳
に
な
っ
て
も

若
々
し
い
脳
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
永
久
鵬
甲
‥
2
族
を
す
ぎ
る
こ
ろ
2
0
本
の

隔
隈
臨
脾
搬
牌
帰
腿

ろ
う
と
32
本
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
親

知
ら
ず
と
呼
ば
れ
る
第
三
大
臼
歯
上
下
4

本
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
る
人
は
案
外
少
な

い
も
の
で
す
。

★
腸
に
い
る
細
菌
…
細
菌
の
中
に
は
人
体

に
有
害
な
作
用
を
す
る
も
の
（
悪
玉
菌
）

も
、
有
益
な
作
用
を
す
る
も
の
（
善
玉
菌
）

も
い
ま
す
。
肉
食
中
心
で
野
菜
が
不
足
す

る
と
悪
玉
菌
が
優
勢
に
な
っ
て
腸
の
病
気

を
招
い
た
り
す
る
の
で
、
腸
を
丈
夫
に
す

る
食
物
繊
維
は
豊
富
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

★
髪
の
毛
…
約
10
万
本
の
頭
髪
は
3
～
5

年
で
は
え
代
り
ま
す
が
、
減
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女

性
ホ
ル
モ
ン
に
支
配
さ
れ
た
頭
髪
が
年
と

と
も
に
薄
く
な
っ
て
く
る
と
、
そ
ぞ
ろ
人

生
の
秋
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

★
人
間
の
染
色
体
…
人
間
の
染
色
体
は
2
3

対
（
4
6
本
）
あ
り
ご
つ
ち
1
対
（
2
本
）
が
性

染
色
体
と
呼
ば
れ
、
男
で
は
Y
染
色
体
と

×
染
色
体
が
1
本
ず
つ
、
女
で
は
×
染
色

体
が
2
本
で
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
X
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